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与えるネガティプな影響もまた大きし、。今回の調査はも 「出来事J(Iife events)が生起した年総 乙れを本
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A票・ B棄とも 463 
A票のみ 290 














表2 対象者の年紛 ，c. 
年齢
-29 加-39 40-49 50-59 回以上不明 It CNI 
カテゴリ
対量 醇 1 0.3 7.1 34 1 37.6 18.5 2.3 1佃 oω741
比較群 I 3.7 15.9 40.2 39.0 1.2 削 (舵}






























験者が40.2%を占め，次いで f3日」の16.2%， f 1口J









16.0 8.3 162 11.4 6.3 1.6 '0.2 1佃 o(日干
みる限り，時Kいわれる他のドヤ街との流動性はあまり ハ)野宿iζ対する態度
認められなし、。また「その他Jの地域で初めての野宿を 「野宿をどう思l~、ますかj という質問で， rI.いつま
した人も目立つ。例えは駅のベンチ，地下街，公園なと でも続けているわけにはL、かないだろう(移住希望)J 
がその他の場所としてあげられているが，大阪以外の奈 f2 .þf~でやっているわけではないが，どうしょ うもな
U，京都，福岡，相1戸なども若干みられた。 いJ f3別になんとも恩わないJ fCJl~か ったり，空腹
表 3 によると，初めて野病をした年齢は fJOf~J で3.1 の時は大変だが，気楽でし刈、J f5.その他」という 5つ
%， f20代」で13.8%， f30代」で20.2%， f60代」で の選択肢を設けたと乙ろ， 6:'11Jのものが f2 Jと答え，
7.9%， f70I1量以降」も80歳を最高年齢として2.0%， 36.9%のものが f1 Jと答えた。 f1 Jと f2 Jを合わ











算出される。乙れをさらに l年， 2-5年， 6-10年 t;こ。 f眠れないからシンドイ J f身体-を乙わすJ fした
「それ以上jのグループiζ分けてみれば， Hrが26.1%， くない」といった否定的な意見から， rfけLがとされた
2-5年24.5%，6 -10年16.3%で，%がほほ乙の10年 からJ fたまたま今日は火にあたっていただけJrドヤ
の悶K初野宿を体験しており，残りの!ん (33.1匂)は1




いつまでも 時舎でやq 別に伺とら "1M・町，":'I~. 
つづ吋てい ているわ吋 思わない 空n白叫Ij
るわりに叫 ては日いが 大置どが. その他 計 (N)
いかはいば どうしよう 軍曹でいい
20誼来高 20-29埠 30-39.40・49厳国-59注曲-69ol10蹴以ヒIt(N) ろう (>1'"い
31 13 8 初 2 21.0 26.1 19 20 1伺 o(545) 369 同 1 o 3 1 0 1 1 B凹 0(293】。

















































両湖周恩 :<cm究筒母唄究繍両視Xf.聾関同居 その他 』十(Nl
対車fl 曲 1 11.5 8.1 1.‘ 4.2 2.1 1凹 0(510)

































九州 中部 関東 その他 3十(N)
31. 4 7. 0 6.6 6. 0 100.0 (499) 
9. 6 12.3 2. 7 9.6 100.0 ( 73) 














E時薗車 商サ自ーザ宮ィ工量ス そ自の宮他の翼 軍従量E宥E 皇宮言 E理2 駐耳門的車 破筏術的撞 事・E蹟的E 職販売的轟 労筏取能暢的直 サー ヴィス 学簡 生喰他 肘(N). 量 その
20.3 18 8 3.9 3.2 1.1 1.8 1.8 2.7 5.2 3.0 31. 9 3.0 3.2 1ω0(558) 
23.1 幻 3 15.6 26 1.3 2.6 。 0.0 6 5 。 208 1.3 0.0 1佃 o( 77】
P < 0.01 
表9 15歳時までの家族的状況 (%) 
は b、 いいえ 計(N) X2検定
父大酒家 対象群 37. 5 62.5 100.0 ( 216 ) 
Ii西説
p < 0.01 
比較群 16.7 83.3 1∞o ( 60) 
両線不仲 対象群 2. 6 7.4 100.0 ( 212 ) N.S. 
比較群 14. 1 85.9 100.0 ( 64) 
経済苦 対象群 44.0 56.0 100.0 ( 277 ) 0.01 <Pく0.05
比較群 27.9 72. 1 l∞o ( 68) 
;ぇ 嫌…い 対象群 22.1 77.9 100.0(222) N.S. 
比較群 21. 0 79.0 100.0 ( 62) 
母嫌い 対象鮮 1.3 部 7 100.0 ( 256 ) N.S. 
比絞群 6.3 83.8 l飢 o( 64) 
15歳時までに，親が級も長い期間従事していた主たる 引き続き表9によると， r父が嫌いであった」かどう
職業で，段も多かったのは，所謂ブルーカラーと呼ばれ かで・は， rはし、」と答えたもの22.1%， r~ 、いえ J と答
る技細江労務的職業の勤め人で31.9%であった(表8)。 えたもの77.9%であった。
次Ir.自営農林漁業が多く20.3%，そして商工サーヴィス また，問機に「母が嫌いであったJでは. rはし、Jが





















表10 自分の子ども時代 (%) 
幸せ 普通 不幸 その他 ~tiN) 
対象群 29. 2 43.6 26.8 0.3 1∞0(291) 
比較群 32.1 52.6 12.8 2.6 IOO.O( 78) 




























"引!ト19 20-29 却 39 40-49 同日…針(N)
36.8 15.8 5.0 I.B 0.2 1田町562)






























1-19 20-29 お-39 40-49 ItrN) な L 
対lI!tf 32.1 9.0 4.4 14.3 o 2 1000(2叫)






























1 -19 20-29 30-39 40-49 回ー59 剖-69 I十(N)
32.3 22.6 15.3 7.4 1. 7 100 0(517) 






















1-目 20-鈎 30-39 柑ー柑 同ー日 朗自伺 ItOI) 
対量軒 50 24.' 29 7 24.' 13 7 2 9 1佃町田2)






職と際立って異なるのは自営業の減少(鏡 子 43.0% : 































数値は各ケースについて (C A) (E-C) (F-E) 
を算山しその平均値等を求めたものであるが，乙れによ
表 15 生活史年 紛 (iJ主)
対 5長 群 比 較 群
年 齢 . 期間 F 検定
平均 際幣偏差 最頻{直 平均 標準偏差 最頻値
年
A 青t 家 23.849 9.192 15 26.615 10.717 20 0.01 < P < 0.05 
B 異性初同居 24.970 4.922 25 25.383 5.005 25 N. S. 
C 異性初餓死別 30.518 7.539 26 32.694 9.897 28 N. S. 
D 来 阪 30.617 12.569 25 32.194 12.097 35 N. S. 
齢
E 愛隣来住 36.867 11. 689 35 39.777 11.544 40 0.01 < P < 0.05 
F 初 野 宿 43.185 12.956 50 
期
離家→来阪(C-A) 8.369 10.810 。 8.148 11.282 。 N. S. 
!回
来阪→愛i燐(E-C) 6.486 10.208 。 8.067 J 2.399 。 N. S. 
愛隣→初野宿(F-E) 9.801 10.118 。































































¥ぷき?離 家 来 阪 愛隣来住 初 野 宿早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期
前 親 同 居 51.9 48. 1 55.8 44.2 49.3 5 0.7 44.6 55.4 
父 欠 t員 49.0 51.0 54.8 45.2 55.2 44.8 45.4 54.6 
母 欠 損 58.7 41.3 52.8 47.2 55.6 44.4 37.2 62.8 
両 親 欠 損 8 0.0 2 0.0 62.2 37.8 59.5 4 0.5 65.9 34. 1 
養 車見 同 居 91.7 8. 3 68.2 31.8 6 O. 9 39. 1 58.3 4 1.7 
そ の 他 91.7 8. 3 88.9 11.1 75.0 25.0 63.6 36.4 
検定結果2) ** N. S. N. S. N. S. 
1 )各生活史年齢はその平均値より小さい時前期群、大きい時後期群と 2分された。(以下同様)
2) x 2検定結果で、 N.S.は有意差なし、**は 1%、*は5労の危険率水準で有意差あり、を示す。(以下
の表も同様)。




よ〉ごTE齢 離 家 来 阪 愛隣来住 初野宿早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期
I 自 円邑 52.9 47. 1 57.2 42.8 53.6 46.4 45.5 54.5 
H 動 め 55.8 44.2 5 J.3 48.8 47.7 52. 3 54.9 45. 1 (ホワイト、グレイ)
皿 量プIJ め
( ノレー、 日履い等) 6 0.8 39.2 6 0.0 4 0.0 53.6 46.4 44.3 55.7 





































a 離家 b 来阪 c 愛隣来住 d 初野宿 検定結果
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 a b c d 
58.2 41.8 66.2 33.8 59.5 40.5 49.4 50.6 N.s N.S. N.S. N'.S. 
父大酒家/酒乱 え
38.6 55.6 し、L、 62.7 37.5 61.4 44.4 48.1 51.9 
70.8 29.2 73.3 26.7 66.0 34.0 50.0 50.0 N.S. N.S. N.S. N.S. 
両籾不仲
いいえ 55.9 44. j 60.6 39.4 55.2 44.8 48.1 51.9 
71. 9 55.0 70.9 29.1 65.5 34.5 57.0 43.0 * 当院 キ N.S.経済的困難
28.1 45.0 58.0 42.0 52.3 47.7 45.5 54.5 いいえ
72.9 57.6 63.8 36.2 63.8 36.2 53.1 46.9 N.S. N.S. N.S. N.S. 
父 嫌 し、
いいえ 27.1 42.6 63.4 36.6 57.6 42.4 48.5 51.5 
78.6 56.9 53.6 46.4 55.2 44.8 65.5 34.5 * N.S. N.S. N.S. 
母 t権 b、





離 家 来 飯 愛隣来住 初 野 宿
評価 早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期
幸 せ 5 0.6 49.4 64.5 35.5 55.4 4.6 46.4 53.6 
普 通 57.9 42.1 59.5 4 0.5 57.9 42. 1 5 1.6 48.4 
不 幸 81.1 18.9 69.9 3 O.1 6 1. 8 38.2 55.1 44.9 
そ の 他 10 0.0 O. 0 10 O. 0 。。10 0.0 。 1 0 0.0 O. 0 









































































































































































が問題なのか，いまひとつ定かで・ない。乙の点について (1981) i差別の重構造Jr社会学評論J， 131， 
より正確な立言をしようとすれば，サンプルのコーホー 1 -21. 
トデザインを前提とするコーホー卜分析が必要となる。 (19回) i郷市性をめぐって一野宿者調査よりJ


















『社会精神医学J， 8 ・3，183~189. 
(昭和60年11月11日受湾)
Summary 
The single laborer living in Airin or with a more familiar name， Kamagasaki， generally has been considered to maintain 
a weak family-kin network and this is much more the case of the homeless men， of which the author has investigated 
through a whole year. Then， what are their life stories behind this finding? 
In this paper he primarily deals with respondents' familial experience and life events such as leaving family， living-
togeth巴rwith females， coming to Osaka and Airin， sleeping under the sky， and so on. Also， the inf1uences of familial 
experience over their age of facing to the life events is under examination・、
The average ag巴andthe mode age of 574 respondents for analysis is 51.7 and 45， respectively_ Three fourths is 
graduated from compulsory school and less educat巴d.The main results the author obtained are as folows; 
(l) The mode num ber of the day of“sl巴ep凶gunder the sky" is 7 days a week， and 40.2 % of the respondents slept 
on the ground everyday a week previous to the investigation_ 
(2) The average age of their first "sl巴巴pingunder the sky" is 43.2 and 50 for the mode age. 
(3)The imp泊redfamily of orientation is widely recognized and intact family at their age of 15 r巴achesto a litle 
les than two thirds of al respondents. 
(4) At their age of 15， 22.6 % of the respondents considers that their parents were in marital discord， 22.1 % and 
21.0 % of them disliked their fathers and mothers respectiv巴Iy，while巴conomicdistress was recognized by 44.0 % of 
the respondents and 37.5 % of their fathers were reported as a problem drinker. 
(5) The over-all evaluation of their childhood is splitted as 29.0 % for "happy" and 26.8 % for “unhappy" 
(6) The age of facing to the life events generally has come to the subject group earlier than to the control group， 
habitants in a welfare institution located in the same area of the investigation. The inf1uential effects of familial experi-
ence over the life event ages has come to be not so clear as expected to be， except some familial巴xperienc巴variables.
(7) Some possible interpretations are discussed on the resu1ts shown in the it巴m(6). 
(l3) 
